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新
春
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た 

  

２
月
７
日(

水)

午
後
７
時
か
ら
、
国
見
町
文
化

会
館
「
ま
ほ
ろ
ば
」
に
お
い
て
、
新
春
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
講
演
会
は
雲
仙
市
商
工
会
と
の
広
域
連

携
協
議
会
を
通
じ
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
当

日
は
大
変
寒
い
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
会
員
及
び
一

般
参
加
者
を
併
せ
て
、
約
100
名
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

講
師
は
ハ
ー
ト
ア
ン
ド
ブ
レ
イ
ン
㈱
代
表
取

締
役
の
村
上
和
徳
先
生
、
演
題
は
「

2018
世
界
経

済
展
望
」
。
内
容
は
IT
革
命
な
ど
の
こ
れ
ま
で
起

こ
っ
た
こ
と
や
今
後
起
こ
り
う
る
技
術
革
新
等

に
関
す
る
内
容
。 

 

近
い
将
来
、
AI
は
既
に
一
部
で
利
用
さ
れ
て

お
り
、
今
後
さ
ら
に
普
及
す
る
。
こ
れ
ま
で
人
間

が
行
っ
て
き
た
辛
い
作
業
や
シ
ン
ド
イ
作
業
は

ロ
ボ
ッ
ト
が
代
行
す
る
。
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
な
ど
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
一
層
促
進
さ
れ
、
現
金
が

不
要
に
な
る
。
住
民
票
発
行
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
は
電
子
化
さ
れ
る
。
完
全
自
動
運
転
の
車
が
登

場
す
る
な
ど
の
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
で
大
変

興
味
の
あ
る
お
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

講
演
後
も
積
極
的
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
大
変

有
意
義
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

来
年
度
は
、
有
明
町
で
開
催
予
定
で
す
。
希
望

の
講
演
内
容
や
講
師
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
商

工
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

         

経
営
発
達
支
援
計
画
の
認
定
を
受
け
ま
し
た 

  

経
営
発
達
支
援
計
画
と
は
、
平
成
26
年
９
月

に
施
行
さ
れ
た
「
商
工
会
及
び
商
工
会
議
所
に
よ

る
小
規
模
事
業
者
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
に
は
、

商
工
会
及
び
商
工
会
議
所
が
そ
の
機
能
を
活
用

し
て
小
規
模
事
業
者
の
経
営
の
改
善
発
達
を
支

援
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
小

規
模
事
業
者
の
経
営
基
盤
の
充
実
を
図
り
、
も
っ

て
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

有
明
町
商
工
会
で
は
、
計
画
の
認
定
を
受
け
て
、

平
成
30
年
度
よ
り
５
年
間
に
渡
っ
て
、
有
明
町

内
の
小
規
模
事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
伴
走
型
の

各
種
支
援
を
通
じ
て
、
持
続
的
発
展
に
努
め
て
参

り
ま
す
。 

      

保
険
無
料
相
談
会
開
催
の
お
礼 

  

今
年
度
、
８
月
25
日
、
11
月
15
日
、
１
月
18

日
の
３
回
開
催
。
合
わ
せ
て
14
名
の
皆
様
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
数
の
ご
参
加
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

現
在
加
入
し
て
い
る
生
命
保
険
の
内
容
確
認
、

補
償
内
容
が
不
足
し
て
い
る
場
合
に
は
商
工
会

の
福
祉
共
済
の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

 

本
年
も
７
月
と
11
月
に
開
催
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
現
在
加
入
し
て
い
る
保
険
内
容
の
確
認

や
見
直
し
、
新
た
な
保
険
へ
の
加
入
等
を
ご
検
討

中
の
方
は
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

       

講演中の村上先生 
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国
の
教
育
ロ
ー
ン
を
ご
利
用
し
ま
せ
ん
か 

  

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、
短
大
、
大

学
、
専
修
学
校
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
様
を

お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資

制
度
で
す
。 

 

・
ご
融
資
額 

お
子
様
お
一
人
に
つ
き
350
万
円

以
内 

・
金
利 

年
１
・
７
６
％ 

 
 

 
 

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
１
・
３
６
％ 

 
 

 
 

(

平
成
30
年
３
月
19
日
現
在) 

・
返
済
期
間 

15
年
以
内 

 
 

 
 

 
 

※
母
子
家
庭
な
ど
は
18
年
以
内 

・
Ｈ
Ｐ 

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索 

・
お
問
合
せ 

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

 
 

０
５
０-

０
０
８
６
５
６(

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル) 

 
 

ま
た
は
０
３-

５
３
２
１-

８
６
５
６ 

     

レ
ジ
補
助
金
延
長
の
お
知
ら
せ 

 

レ
ジ
補
助
金
の
申
請
期
限
が
平
成
31
年
９

月
30
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
レ
ジ
の
買
替

等
を
ご
検
討
中
の
方
は
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。 

補
助
金
の
具
体
的
な
内
容
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。 

・
レ
ジ 

 

レ
ジ
１
台
あ
た
り
の
補
助
率
は
2/3
、
上
限
は

20
万
円
。
た
だ
し
、
１
台
の
み
の
導
入
で
器
機

が
３
万
円
未
満
の
場
合
は
3/4
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等

の
汎
用
機
器
は
1/2
。 

 

・
受
発
注
シ
ス
テ
ム 

 

補
助
率
は
改
修
と
入
替
に
係
る
費
用
の
2/3
、

上
限
額
は
小
売
業
の
発
注
シ
ス
テ
ム

1000
万
円
、

卸
売
業
の
受
注
シ
ス
テ
ム
150
万
円
、
両
方
の
場

合
1000
万
円
な
ど
。 

 

詳
細
は
「
中
小
機
構
補
助
金
サ
イ
ト
」(h

ttp
: 

k
z
t-

h
o
jo

.jp
)

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

      

国
民
年
金
基
金
の
お
知
ら
せ 

 

◆
加
入
で
き
る
方 

・
20
歳
～
60
歳
未
満
で
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
る
方(

第
１
号
被
保
険
者)

な
ど
。 

◆
メ
リ
ッ
ト 

・
掛
金
全
額
が
「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
対
象
。

所
得
税
・
住
民
税
共
に
安
く
な
り
ま
す
。 

・
受
け
取
る
年
金
は
「
公
的
年
金
等
控
除
」
の
対

象
で
、
遺
族
一
時
金
は
非
課
税
で
す
。 

◆
特
徴 

・
終
身
年
金
が
基
本
で
、
万
一
の
時
は
ご
遺
族
に

一
時
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。 

・
掛
金
は
、
一
時
お
休
み
や
２
口
目
以
降
の
掛
金

の
増
減
も
出
来
ま
す
。 

・
掛
金
は
加
入
時
の
年
齢
で
一
定
額
。
受
け
取
る

年
金
も
終
身
変
動
し
ま
せ
ん
。 

 

詳
し
く
は
、
長
崎
県
国
民
年
金
基
金(

℡
0120-

65-

4192)

ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

       

経
営
革
新
計
画
と
経
営
力
向
上
計
画
の 

ご
紹
介 

 

◆
経
営
革
新
計
画 

・
対
象
…
中
小
企
業
者
及
び
組
合 

・
目
的
…
新
事
業
活
動
の
実
施
に
よ
る
経
営
の 

革
新 
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・
認
定
要
件 

 
計
画
終
了
時
の
付
加
価
値
の
伸
び
率
９
％
以

上
、
経
常
利
益
の
伸
び
率
３
％
以
上
。 

・
提
出
…
都
道
府
県 

・
支
援
措
置 

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ
る
低
利
融
資 

信
用
保
証
の
特
例 

 

特
許
関
係
料
金
減
免
な
ど 

 

◆
経
営
力
向
上
計
画 

・
対
象
…
中
小
企
業
者
及
び
組
合
、
中
堅
企
業
、

社
会
福
祉
法
人
な
ど 

・
目
的
…
本
業
の
生
産
性
向
上
に
よ
る
経
営
力
の

向
上 

・
認
定
要
件 

 

事
業
分
野
別
に
定
め
ら
れ
た
指
標
が
あ
る
場

合
に
は
当
該
指
標
。 

無
い
場
合
は
計
画
終
了
時
の
労
働
生
産
性
、
３

年
計
画
は
1.0
％
、
４
年
計
画
は
1.5
％
、
５
年
計

画
は
2.0
％
。 

・
提
出
…
事
業
分
野
を
所
管
す
る
大
臣 

・
支
援
措
置 

生
産
性
を
高
め
る
た
め
の
機
械
装
置
を
取
得

し
た
場
合
、
３
年
間
固
定
資
産
税
を
1/2
に
軽
減
。 

 

計
画
に
基
づ
く
事
業
に
必
要
な
資
金
繰
り
を

支
援
。 

他
に
も
、
両
計
画
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、

「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
へ
の
加
点
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
機
械
装
置
を
導
入
し

た
場
合
、
新
商
品
や
新
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
た
場

合
に
は
、
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

商
工
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

         

募
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  
長
崎
県
商
工
会
連
合
会
の
理
事
会
に
お
い
て
、

県
が
行
う
世
界
遺
産
候
補
「
長
崎
と
天
草
地
方
の

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
の
保
護
基
金
に
対

し
て
、
平
成
29
年
度
よ
り
５
年
間
に
渡
っ
て
年

間
120
万
円
の
募
金
支
援
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ

れ
、
有
明
町
商
工
会
で
も
毎
年
約
２
万
円
を
寄
付

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
認
定
を
受
け
た
場
合

に
は
近
隣
の
「
原
城
跡
」
や
「
天
草
の
崎
津
集
落
」

へ
の
観
光
客
増
加
に
伴
い
、
有
明
町
の
活
性
化
も

期
待
で
き
ま
す
。 

事
務
所
内
に
募
金
箱
を
設
置
し
ま
す
。
出
費
ご

多
端
の
折
と
は
存
じ
ま
す
が
、
会
員
事
業
所
の
皆

様
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

           

合
併
商
工
会
へ
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た 

  

１
月
16
日(

火)

か
ら
17
日(

水)

に
か
け
て
、
商

工
会
と
商
工
会
議
所(

以
下
、
会
議
所)

が
合
併
し

た
事
例
が
特
に
多
い
岩
手
県
へ
の
視
察
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
本
会
及
び
県
連
合
会

の
役
職
員
。 

 

岩
手
県
で
は
、
１
市
町
村
１
商
工
団
体
と
い
う

県
の
方
針
の
も
と
、
商
工
会
と
会
議
所
の
合
併
が

前
提
と
さ
れ
、
合
併
し
な
い
場
合
は
商
工
会
へ
の

補
助
金
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
対
象

と
な
る
ほ
と
ん
ど
の
商
工
会
が
会
議
所
と
合
併

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
た
。
今
回
の
視
察

に
お
い
て
は
、
合
併
し
た
商
工
会
、
合
併
し
な
か

っ
た
商
工
会
か
ら
当
時
の
状
況
や
現
状
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
以
下

の
通
り
。 

世界遺産候補の史跡 
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①
旧
江
釣
子
商
工
会 

 
当
初
は
合
併
に
反
対
で
あ
っ
た
が
、
県
よ
り
補

助
金
の
大
幅
削
減
を
提
示
さ
れ
た
た
め
平
成
18

年
４
月
に
会
議
所
と
合
併
。
合
併
前
に
商
工
会
職

員
の
努
力
で
殆
ど
の
会
員
は
会
議
所
へ
再
加
入
。 

 

合
併
後
も
江
釣
子
支
所
は
存
続
し
て
い
た
が
、

平
成
28
年
３
月
末
に
合
併
時
の
取
り
決
め
に
よ

り
閉
鎖
。
閉
鎖
後
は
会
員
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
拠
り

所
が
無
く
な
っ
た
等
の
理
由
で
多
く
の
会
員
が

脱
退
。
商
工
会
と
会
議
所
は
、
職
員
の
支
援
能
力

や
地
域
と
の
関
わ
り
方
に
差
が
あ
り
、
合
併
後
は

会
員
と
の
関
係
性
や
サ
ー
ビ
ス
・
利
便
性
が
低
下

し
た
感
が
あ
る
。 

 

②
前
沢
商
工
会 

 

会
員
の
多
く
が
単
独
で
の
運
営
を
望
ん
だ
た

め
、
岩
手
県
内
の
対
象
商
工
会
で
唯
一
単
独
で
の

運
営
を
選
択
。
平
成
19
年
度
と
比
較
し
て
県
補

助
金
は
約
45
％
削
減
、
職
員
も
１
名
削
減
。
会

費
の
値
上
げ
は
数
名
の
会
員
を
除
い
て
行
っ
て

い
な
い
。
補
助
金
の
み
を
頼
り
に
せ
ず
、
商
工
貯

蓄
共
済
推
進
や
指
定
管
理
者
制
度
引
き
受
け
等

の
自
己
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
で
安
定
し
た
運

営
が
出
来
て
い
る
。 

会
員
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ベ
ン
ト
も
従
来
通
り
維

持
し
て
い
る
が
、
職
員
減
も
あ
り
職
員
へ
の
負
担

は
大
き
い
。 

合
併
し
な
か
っ
た
が
、
行
政
や
会
議
所
と
の
関

係
は
良
好
。
単
独
存
続
を
選
択
し
た
こ
と
で
、
役

職
員
の
危
機
感
は
高
ま
り
、
会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
協
調
性
も
高
ま
っ
て
い
る
。 

 

③
旧
藤
沢
町
商
工
会 

 

会
員
数
減
少
に
伴
う
財
政
悪
化
や
、
合
併
し
な

い
場
合
に
は
県
補
助
金
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
る

こ
と
か
ら
平
成
25
年
４
月
に
会
議
所
と
合
併
。

合
併
に
際
し
て
、
会
費
を
２
年
間
据
え
置
く
こ
と
、

会
員
サ
ー
ビ
ス
を
変
え
な
い
こ
と
を
条
件
と
し

た
た
め
に
ス
ム
ー
ズ
な
合
併
が
出
来
た
。 

 

会
議
所
の
管
轄
区
域
が
広
域
で
あ
る
た
め
藤

沢
を
含
む
全
支
所
（
７
支
所
）
は
存
続
。
職
員
は

１
名
削
減
さ
れ
た
が
、
現
状
は
閉
鎖
の
予
定
は
な

い
。
総
務
等
の
一
部
業
務
は
本
所
に
移
行
し
た
が
、

金
融
や
確
定
申
告
等
の
主
な
業
務
は
支
所
で
継

続
し
て
お
り
、
極
端
な
会
員
サ
ー
ビ
ス
低
下
は
な

い
。 

  

今
後
、
組
織
財
政
委
員
会
を
中
心
に
更
に
検
討

を
続
け
て
参
り
ま
す
。 

        

長
崎
県
の
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ 

 

             

 

 

平成 30 年 3 月 1９日現在の金利情報 

◎日本政策金融公庫 

普通貸付(基準金利) 

担保不要の場合 1.81％～2.30％ 

担保提供の場合 1.16％～2.25％ 

マル経       1.11％ 

教育ローン    1.７６％ 

◎商工貯蓄共済融資資金制度 

積立範囲内  0.975%～1.11% 

積立範囲外  1.11％ 

◎島原市中小企業振興資金   1.80％ 

前沢商工会での 

視察研修の様子 

長崎県の最低賃金 

最 低 賃 金 件 名 
最低賃金額（1 時間） 

効 力 発 生 日 

長 崎 県 最 低 賃 金 ７３７円 
平成 29 年10 月6 日 

特

定

最

低

賃

金 

はん用機械器具、 

生産用機械器具製造業 
８４６円 

平成29年12月14日 

電子部品・デバイス・ 

電子回路、電気機械器具、

情報通信機械器具製造業 

７８５円 
平成29年12月29日 

船舶製造・修理業， 

舶用機関製造業 
８４６円 

平成29年12月15日 

お問い合わせ先 

厚生労働省長崎労働局賃金室 ℡095-801-0033 


